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Abstract– In recent years, to take a photograph has become a familiar act for many peo-
ple, and more and more people want to take better-looking photographs. Photographs
have the role of communicating the message intended by the photographer. One of
the ways to clearly convey this message is through composition, such as the arrange-
ment and composition of the subject matter. However, it is not easy for a photographic
novice (hereinafter referred to as a ”novice”) who does not have professional knowl-
edge and experience in photography to apply existing composition learning methods in
actual shooting situations. This is because existing methods often explain ”constitu-
tive” meanings, such as stability and depth, and novice photographers are more familiar
with photography that reflects ”sensitivity” meanings, such as ”look fun”. Therefore,
in this study, proposed a composition learning support system for novice to help them
understand the impressions that composition can bring, and verified its effectiveness by
conducting evaluation experiments.
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21 歳から 23 歳までの大学生を対象に，男性９名，女性 15 名の合わせて 24 名に調査を
行った．
7
Composition Learning Support System 3. 提案：Image Composition
3.2.3 調査期間
調査期間は，2020年 12月 11日から 2020年 12月 14日に行った．
3.2.4 調査方法
日本カラーデザイン研究所によるイメージスケールの開発方法を参考に，SD 法 (=Se-
mantic Differential Method) を用いた構図の印象調査を行った [7]．また，調査は Google
フォームを用いて，リモートで行った．
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目として，全 8項目が抽出された（表 3.1）．絶対値 0.35以上の因子負荷量をとった理由は，
その因子軸に対して，関連性が高いと判断されるためである [7]．
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表 3.1 因子負荷量一覧
形容詞対 因子 1 因子 2 因子 3
たのしい-さびしい 0.968 -0.046 -0.122
明るい-暗い 0.702 -0.036 0.114
派手な-地味な 0.684 0.011 -0.038
安定した-不安定な 0.255 0.026 -0.167
かるい-おもい　 -0.112 0.982 0.13
上品な-下品な 0.065 0.055 0.549
力強い-弱々しい -0.141 -0.373 0.408
親しみやすい-親しみにくい -0.048 0.015 0.381
寄与率 0.250 0.139 0.086
累積寄与率 0.250 0.389 0.475
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る (図 3.3，図 3.4，図 3.5）．各イメージプロフィールは，評価対象の g1，g2，g3 を上段，
g4，g5，g6を中段，g7，g8，g9を下段としてまとめた．また，大きさを比較したイメージ
プロフィールを図 3.6に示す．
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図 3.3 上段のイメージプロフィール
図 3.4 中段のイメージプロフィール
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れぞれを下記の図 3.7，図 3.8，図 3.9に示す．
図 3.7 Top画面
図 3.8 Image Word
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男性 女性 大動物（左） 大動物（右）
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2021年 1月 13日から 2021年 1月 16日に，Zoomを用いて遠隔で行った．
実施環境
本実験の実験環境は，被験者が Processing を使える場合は，Zoom による画面共有を
行いながら，被験者のノート PC で Image Composition を操作してもらった．被験者が
Processingを使えない場合は，実験者が Image Compositionを表示，画面共有をし，被験
17
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象を質問した構図 A，構図 Bを以下の図 4.2，図 4.3に示す．
図 4.2 構図 A
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被験者 A 男性 少し知っている
被験者 B 男性 あまり知らない
被験者 C 女性 あまり知らない
被験者 D 女性 少し知っている
被験者 E 女性 少し知っている
被験者 F 女性 少し知っている
被験者 G 女性 あまり知らない
被験者 H 女性 知らない
被験者 I 女性 知らない
被験者 J 男性 少し知っている
被験者 K 女性 あまり知らない
被験者 L 男性 あまり知らない
4.4 事後アンケート調査 1の結果
各被験者の採点結果は表 4.2の通りである．構図 A，構図 Bそれぞれに対し，システムと
同様の印象を三つ回答することができたら 3点，二つ回答することができたら 2点，一つ回
答することができたら 1点，全て誤答の場合は 0点として採点を行った．
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表 4.2 採点結果
被験者 構図 A得点（点） 構図 B得点 （点） 合計点（点）
被験者 A 1 2 3
被験者 B 1 2 3
被験者 C 1 2 3
被験者 D 3 2 5
被験者 E 1 2 3
被験者 F 3 0 3
被験者 G 2 2 4
被験者 H 1 2 3
被験者 I 1 2 3
被験者 J 0 3 3
被験者 K 3 2 5
被験者 L 2 2 4
平均値 1.58 1.92 3.50
また，構図 A に対して，システムと同様の印象を回答した被験者の合計人数を以下の表
4.3に示す．
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構図 かるい（人） おもい （人） 合計（人）
構図 A 9 3 12
構図 B 1 11 12
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